
ー
デ
ィ
ン
グ
で
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
作
ろ
う
!!
」

（
七
月
二
十
日
か
ら
四
日
間
）
と
④
大
型

Ｃ
Ｇ
プ
リ
ン
ト
制
作
実
習
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
大
き
な
絵
を
か
こ
う
！
」（
七
月

二
十
六
日
か
ら
五
日
間
）
の
二
事
業
を

い
ず
れ
も
小
学
四
年
〜
六
年
生
を
対
象

に
開
催
し
た
。
③
「
Ｃ
Ｄ
」
は
、
音
楽

環
境
創
造
科
と
写
真
セ
ン
タ
ー
が
芸
術

情
報
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
利
用
し
て
実

施
制
作
し
た
も
の
で
、
今
年
が
初
め
て

の
企
画
。
④
「
Ｃ
Ｇ
」
は
、
今
年
で
四

回
目
を
迎
え
た
企
画
。
い
ず
れ
も
作
品

は
学
内
展
示
と
芸
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
。

◆
十
六
年
度
東
京
芸
術
大
学

公
開
講
座
開
講

毎
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
東
京
都

民
及
び
取
手
市
民
、
ま
た
は
そ
の
周
辺

に
在
住
す
る
方
を
中
心
と
し
て
東
京
芸

術
大
学
公
開
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

平
成
十
六
年
度
も
美
術
学
部
一
三
講
座

（
う
ち
取
手
校
地
開
講
分
は
四
講
座
）、

音
楽
学
部
一
二
講
座
を
開
講
し
た
。
陶

芸
初
級
（
手
び
ね
り
）
に
は
募
集
人
員

の
倍
以
上
の
応
募
が
あ
り
、
抽
選
と
な

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
抽
選
、
あ
る
い
は

定
員
を
満
た
し
た
講
座
は
、
美
術
学
部

で
は
油
画
（
前
後
期
）、
ス
ク
リ
ー
ン
プ

リ
ン
ト
実
技
、
銅
版
画
実
技
、
音
楽
学

部
で
は
〈
さ
く
ら
〉〈
春
の
海
〉
を
弾
こ

う
、〈
ひ
ぐ
ら
し
〉
を
ひ
い
て
み
よ
う
、
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（
平
成
十
六
年
七
月
一
日
現
在
）

役
員

学
長

平
山
　
郁
夫

理
事
（
教
育
担
当
）
・
副
学
長

宮
田
　
亮
平

理
事
（
研
究
担
当
）
・
副
学
長

野
田
　
暉
行

理
事
（
総
務
担
当
）
・
副
学
長

太
田
和
良
幸

理
事
（
学
長
特
命
担
当
）

福
原
　
義
春
（
株
）
資
生
堂
名
誉
会
長

監
事

東
條
伸
一
郎

弁
護
士
、
明
治
学
院
大
学
教
授

監
事

竹
内
　
雄
也

税
理
士

経
営
協
議
会

学
長

平
山
　
郁
夫

理
事
（
総
務
担
当
）
・
副
学
長

太
田
和
良
幸

理
事
（
学
長
特
命
担
当
）

福
原
　
義
春

美
術
学
部
長

六
角
　
鬼
丈

音
楽
学
部
長

川
井
　

學

外
部
委
員

石
田

義
雄

東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
取
締
役
副
会
長

外
部
委
員

海
老
沢

敏
（
財
）
新
国
立
劇
場
運
営
財
団
副
理
事
長

外
部
委
員

佐
々
木
正
峰
（
独
）
国
立
科
学
博
物
館
長

外
部
委
員

高
階

秀
爾
　
大
原
美
術
館
長

外
部
委
員

玉
井

賢
二

（
財
）
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団
専
務
理
事

外
部
委
員

根
本

二
郎

日
本
郵
船
（
株
）
名
誉
会
長

会
計
課
長

園
田

秋
雄
　

国
立
大
学
法
人

東
京
芸
術
大
学
設
立

◆
大
学
間
国
際
交
流
協
定
締
結

五
月
五
日
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
立

音
楽
院
と
の
大
学
間
国
際
交
流
協
定
を

締
結
し
た
。

六
月
三
十
日
に
は
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
国
立
大
学
と
の
交
流
協
定
も
締

結
し
た
。
本
学
が
締
結
し
た
国
際
交
流

協
定
は
一
二
カ
国
二
〇
大
学
等
。

◆
大
学
独
自
で

地
域
開
放
事
業
を
推
進

本
学
で
は
、
今
年
度
か
ら
自
主
事
業

と
な
っ
た
文
科
省
大
学
等
地
域
開
放
特

別
事
業
を
大
学
独
自
で
推
進
す
る
方
針

の
も
と
、
美
術
学
部
が
取
手
校
地
で
二

事
業
（
協
力
・
取
手
市
教
育
委
員
会
）、

芸
術
情
報
セ
ン
タ
ー
が
上
野
校
地
で
二

事
業
を
開
催
し
た
。

美
術
学
部
で
は
、
①
夏
休
み
七
宝
体

験
「
自
分
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
ろ

う
」（
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間
）
と

②
夏
休
み
親
子
で
漆
芸
体
験
「
漆
を
金

と
貝
で
飾
る
」（
七
月
二
十
九
日
か
ら
八

月
五
日
ま
で
二
日
間
を
三
回
）
の
二
事

業
を
開
催
し
た
。
①
「
七
宝
」
は
、
今

年
初
め
て
の
企
画
で
、
小
学
生
と
保
護

者
を
対
象
に
一
五
組
三
〇
名
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
六
四
組
も
の
応
募
が
あ
り

抽
選
と
な
っ
た
。
参
加
者
の
感
想
は
一

様
に
「
楽
し
く
、
ま
た
や
り
た
い
」。
②

「
漆
芸
」
は
小
学
二
〜
三
年
生
と
保
護
者

（
各
回
一
〇
組
計
六
〇
名
）
が
対
象
で
、

今
年
で
四
回
目
。
十
月
に
は
取
手
市
教

育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
市
内
で
作

品
展
示
会
を
開
催
し
て
い
る
。

芸
術
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
③
デ
ジ

タ
ル
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
制
作
実
習
「
デ
ジ
タ
ル
・
レ
コ

交
　
流

ち
ん
と
ん
し
ゃ
ん
を
楽
し
く
！
、
日
本

歌
曲
を
歌
お
う
、
バ
ッ
ハ
を
弾
こ
う
、

は
じ
め
て
の
中
国
琵
琶
、
オ
ル
ガ
ン
音

楽
を
知
ろ
う
、
指
揮
法
の
各
講
座
。

◆
山
本
邦
山
教
授
が

紫
綬
褒
章
受
章

平
成
十
六
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、

人
間
国
宝
の
山
本
邦
山
（
泰
正
）
教
授

（
邦
楽
科
・
尺
八
）
が
紫
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
た
。

◆「
東
京
藝
大
の

ガ
ラ
ス
作
家
た
ち
」展
開
催

四
月
二
十
四
日
〜
五
月
九
日
ま
で
、

大
学
美
術
館
陳
列
館
に
お
い
て
本
学
出

身
の
ガ
ラ
ス
作
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
な
ど
五
〇
名
が
出

品
す
る
「
東
京
藝
大
の
ガ
ラ
ス
作
家
た

ち
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会

は
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
大
学
院
美

術
研
究
科
（
修
士
課
程
）
に
ガ
ラ
ス
造

形
講
座
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ガ

ラ
ス
工
芸
、
立
体
造
形
、
プ
ロ
ダ
ク
ト

製
品
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
、
幅
広

い
作
品
七
〇
点
余
り
が
展
観
さ
れ
、
出

品
者
は
工
芸
科
の
ほ
か
、
日
本
画
、
油

画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
、
芸
術

学
の
各
科
に
わ
た
っ
て
い
た
。
入
館
者

は
、
二
週
間
と
い
う
短
期
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
約
七
〇
〇
〇
人
に
も
の
ぼ
り
、

ガ
ラ
ス
愛
好
家
、
専
門
家
、
ガ
ラ
ス
専

攻
の
学
生
た
ち
に
交
じ
っ
て
、
一
般
の

運
　
営

受
　
章

方
々
も
多
く
観
覧
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
い
し
れ
た
。

ま
た
、
開
催
初
日
に
は
、「
ガ
ラ
ス
は

今
」
と
題
し
て
出
品
作
家
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
美
術
学
部
の
講
義
室
を
利

用
し
て
行
わ
れ
、
参
加
者
は
立
ち
見
も

で
る
な
ど
二
〇
〇
名
を
超
え
た
。
講
演

会
で
は
、
日
本
の
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
の

独
自
性
と
歴
史
や
、
生
活
文
化
の
な
か

で
の
芸
術
と
い
う
視
点
か
ら
の
作
品
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
ガ
ラ
ス
作

品
を
愛
好
す
る
立
場
の
方
々
か
ら
の
質

問
や
、
ガ
ラ
ス
を
学
ぼ
う
と
す
る
学
生

か
ら
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
の
ガ
ラ
ス

に
つ
い
て
の
期
待
や
思
い
が
伝
わ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。

◆「
賢
治
宇
宙
曼
荼
羅
」

舞
台
美
術
・
衣
装
デ
ザ
イ
ン
展

開
催

六
月
七
日
か
ら
六
月
十
一
日
ま
で
美

術
学
部
・
総
合
工
房
棟
デ
ザ
イ
ン
科
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

「
和
楽
の
美
〜
邦
楽
劇
『
賢
治
宇
宙
曼
荼

羅
』
〜
」
の
舞
台
美
術
・
衣
装
デ
ザ
イ

ン
展
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
邦
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
企
画
さ
れ
た
「
熊

野
物
語
」「
竹
取
物
語
」
に
次
ぐ
第
三
弾

と
し
て
五
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
同
邦

楽
劇
の
舞
台
美
術
・
衣
装
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
し
た
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
が
、

演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
音
楽
学
部
邦
楽

平
成
十
六
年
四
月
一
日
、
国
立
大
学
法
人
法
に

基
づ
き
、
国
立
大
学
法
人
東
京
芸
術
大
学
が
設
立

さ
れ
た
。
役
員
等
は
以
下
の
と
お
り
。
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教
育
研
究
評
議
会

学
長

平
山

郁
夫

理
事
（
教
育
担
当
）
・
副
学
長

宮
田

亮
平

理
事
（
研
究
担
当
）
・
副
学
長

野
田

暉
行

美
術
学
部
長

六
角

鬼
丈

音
楽
学
部
長

川
井
　

學

附
属
図
書
館
長

上
野

浩
道

大
学
美
術
館
長

竹
内

順
一

演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
長

三
林

輝
夫

美
術
学
部
教
授

増
村
紀
一
郎

美
術
学
部
教
授

池
田

政
治

美
術
学
部
教
授

藤
幡

正
樹

音
楽
学
部
教
授

舩
山
　

隆

音
楽
学
部
教
授

守
山

光
三

音
楽
学
部
教
授

土
田
英
三
郎

事
務
局
長

太
田
和
良
幸

部
局
長

事
務
局
長

太
田
和
良
幸

美
術
学
部
長

六
角
　
鬼
丈

音
楽
学
部
長

川
井
　
　
學

附
属
図
書
館
長

上
野
　
浩
道

大
学
美
術
館
長

竹
内
　
順
一

言
語
・
音
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
　
　
畑
　
瞬
一
郎

演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
長

三
林
　
輝
夫

芸
術
情
報
セ
ン
タ
ー
長

渡
邊
　
健
二

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

宮
田
　
亮
平

留
学
生
セ
ン
タ
ー
長

根
木
　
昭

附
属
古
美
術
研
究
施
設
長

絹
谷
　
幸
二

附
属
写
真
セ
ン
タ
ー
長

佐
藤
　
時
啓

附
属
音
楽
高
等
学
校
長

佐
藤
　

眞

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
「
藝
大
21
時
の
響

き
〜
ジ
ャ
ズin

藝
大
〜
」
が
本
学
奏
楽
堂

で
開
催
さ
れ
た
。
出
演
者
は
本
学
教
員

と
わ
が
国
ジ
ャ
ズ
界
を
代
表
す
る
錚
々

た
る
ベ
テ
ラ
ン
陣
、
名
門
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
の
ブ
ル
ー
コ
ー
ツ
に
加
え
、
本
学
で

代
々
引
き
継
が
れ
て
い
る
現
役
学
生
バ

ン
ド
のM

anto
V
ivo

で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
企
画
公
表
直
後
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
多
数
あ
る
な
ど
反
響
も
大
き
く
、

演
奏
会
二
週
間
前
に
は
す
で
に
チ
ケ
ッ

ト
は
完
売
し
て
い
た
。
演
奏
芸
術
セ
ン

タ
ー
で
は
、
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
、
来
年
度
も
同
様
の
企
画
を
立
て
た

い
と
し
て
い
る
。

科
の
協
力
を
得
て
展
示
し
た
も
の
。
な

お
、
美
術
学
部
で
は
第
一
回
目
か
ら
舞

台
美
術
、
第
三
回
の
衣
装
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
し
て
い
る
。

◆
大
学
院
映
像
研
究
科

設
置
構
想
を
発
表

五
月
三
十
一
日
、
大
学
院
映
像
研
究

科
（
仮
称
）（
修
士
課
程
）
の
設
置
構
想

に
つ
い
て
記
者
発
表
し
た
。
映
画
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
及
び
メ
デ
ィ
ア
映
像
の

三
専
攻
か
ら
な
り
、
設
置
場
所
は
、
横

浜
市
み
な
と
み
ら
い
地
区
等
を
予
定
し

て
い
る
。
平
成
一
七
年
度
は
映
画
監
督

や
脚
本
家
な
ど
を
育
て
る
映
画
専
攻
を

設
置
し
、
そ
の
後
、
順
次
年
度
計
画
に

よ
り
ほ
か
の
二
専
攻
を
設
置
す
る
予
定
。

映
画
専
攻
の
学
生
募
集
等
に
関
す
る
詳

細
は
、
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.geidai.ac.jp)

に
掲
載

（
十
二
月
前
後
頃
）。

◆
芸
大
初
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、

錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が

一
堂
に
会
す

七
月
十
七
日
、
本
学
に
お
け
る
初
の

◆
歴
史
的
な
横
山
大
観

「
海
山
十
題
」
展
開
催

七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
二
十
九
日

ま
で
、
横
山
大
観
「
海
山
十
題
」
展
を

大
学
美
術
館
で
開
催
し
た
。

近
代
日
本
画
壇
の
巨
匠
・
横
山
大
観

（
一
八
六
八
〜
一
九
五
八
）
は
、
昭
和
十

五
年
（
一
九
四
〇
年
）
に
、
自
ら
の
画

業
五
〇
年
と
紀
元
二
六
〇
〇
年
を
記
念

し
て
、「
山
海
二
十
題
」（
通
称
「
海
山

十
題
」）
と
い
う
二
〇
幅
の
連
作
を
描
い

た
。
昭
和
十
五
年
四
月
に
、「
海
に
因
む

十
題
」
と
「
山
に
因
む
十
題
」
が
別
会

場
で
公
開
さ
れ
て
以
降
、
一
部
が
所
在

不
明
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
最
近
に
な

っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
一
堂
に

会
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
、
歴
史

的
な
展
覧
会
と
謳
わ
れ
た
。

期
間
中
の
入
場
者
数
は
約
九
万
八
〇

〇
〇
人
。
八
月
十
二
日
に
は
桂
宮
宜
仁

親
王
殿
下
が
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

主
催
・
東
京
芸
術
大
学
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
協
賛
・
Ｄ

Ｎ
Ｐ
大
日
本
印
刷
、
三
井
住
友
海
上
火

災
保
険
株
式
会
社
、
協
力
・
横
山
大
観

記
念
館
。
な
お
、
本
展
は
足
立
美
術
館

（
島
根
県
安
来
市
）
に
巡
回
し
た
。

◆
音
楽
担
当
教
員
へ
の

伝
統
音
楽
研
修
会
を
開
催

文
部
科
学
省
と
東
京
芸
術
大
学
は
、

平
成
十
六
年
度
伝
統
音
楽
研
修
会
を
本

学
奏
楽
堂
（
八
月
十
一
日
）、
国
立
劇
場

（
十
二
日
）
で
開
催
し
た
。
こ
の
研
修
会

は
、
音
楽
担
当
教
員
で
都
道
府
県
に
お

け
る
音
楽
教
育
の
指
導
的
立
場
に
立
つ

者
に
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
日
本
の
伝
統
音
楽
に
つ
い
て
の
研

修
を
行
い
、
学
校
で
の
音
楽
教
育
の
改

善
・
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
本
学
は
実
技
研

修
を
担
当
し
た
。

実
技
研
修
は
、
邦
楽
科
教
員
の
指
導

で
都
道
府
県
等
教
育
委
員
会
の
音
楽
担

当
指
導
主
事
、
国
公
私
立
の
小
中
高
等

学
校
等
の
音
楽
担
当
教
員
約
一
九
〇
名

が
参
加
し
て
、
箏
、
尺
八
、
三
味
線
、

邦
楽
囃
子
（
打
楽
器
、
篠
笛
）
の
和
楽

器
ご
と
に
行
わ
れ
た
。

第9号刊行にあたって

東京芸術大学法人化後の最初の芸

大通信です。この冊子のニュース欄

にご紹介いたしましたような、経営

協議会、教育研究評議会、部局長の

メンバーと、教員、学生が一団にな

って、新しい時代の芸術の創造と研

究と教育の方向を真剣に模索し始め

ています。

芸大通信は、これまでの編集方針

と紙面作りを踏まえつつ、本学の芸

術探求のありかたについて、考え、

ニュースを提供してまいります。今

回の特集では、<留学生>に光をあて

てみました。本学で学ぶ留学生の数

は、他は他大学にくらべて多いとは

いえませんが、本学のキャンパスで、

地球的規模での芸術文化の交流と創

造の場がうまれつつあり、上野の杜

の狭いキャンパスが、世界にむけて

の芸術情報の小さな発信基地になり

つつあります。

上野の杜のなかには、あまり知ら

れていない「名所」があります。今

回からの新連載の「芸大の歩き方」

でご紹介しますので、おたのしみに。

藝大通信編集長

舩山隆




